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1. 一人体は立体であ るば かりでなく，種 々な曲線をも

ち，更 にそれが動 きます。動 くにも， 単に動くのではな

く，伸展，収縮，偏位，移動 とい うように， 非常にデリ

ケ ートな動きをも ってお ります。こ の立体や 曲線，そし

てその伸展を どう平面化し， 立体化し， 伸展 させるかが

洋服製作 の意義であ り定義 であると私は思っ て お り ま

す。 立体や曲線を平面に表現す るこ とは，私共 の生 活の

中の器物，建築物の図面が設計図 とし て，い ささかのく

るいも許さないきびしい学問 がご ざい ますように，私共

の被服製作も人間 とい う動 く器物を，十 分理解 した上 で

指導するこ とができ るならば，パ ターンにたよるような

技能教育重 点でなく，パ ターンを作 る学問こ そ，被服 の

基礎学と考えるこ とができ るようにな るので はない かと

研究をこころみまし た。

2.　A 現在一般 に使用されている原型で ボ デ ィ を 作

る。 Ｂ生 体機能図に よるア ームホ ール とＡ の関係につい

て, c 基礎袖となるホールの構成につい て,   D 運動機 能

図と，原 型袖との比較につい て,   E ラグ ラン 袖の伸展量

につい て,   F 福入袖の伸展化につい て

3･　非常 に着やナ く，機 能的 であること，生徒の創作

が簡単にまとまるこ と等。


